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【目 的】 
 Cilostazol が虚血性白質病変を有する患者の注意機能に及ぼす影響を明らかにするために
Clinical Assessment for Attention（CAT）をはじめとした認知機能検査を行った。 
【方 法】 
 当科通院中の虚血性大脳白質病変をもつ右利きの 32 例の患者を対象として、cilostazol の投
与前および投与後 6 か月で神経心理検査を行い、成績を比較した。神経心理検査として、認
知機能を評価するために mini-Mental state examination（MMSE）を、視空間認知機能を評価す
るために Clock Drawing Test（CDT）を、遂行機能を評価するために Trail Making Test、Frontal 
Assessment Battery 日本語版を、気分障害の程度を評価するために Beck Depression Inventory
を、さらに脳卒中後のアパシーを評価するためにやる気スコアを行った。認知症を呈すると
考えられた MMSE が 23 点以下の 10 例と、すべての検査を行えなかった 6 例を除外し、計 16
例（男性 11 例・女性 5 例、年齢 67.2 ± 6.9 歳、Fazekas らによる深部白質高信号分類 1.9 ± 0.9）
を解析に供した。 
【結 果】 
 CDT の得点、および CAT での Memory Updating Test の 3 スパン正答率と Continuous 
Performance Test の Simple Reaction Time 課題平均反応時間において、cilostazol 投与後 6 か月で
の成績は有意に改善した。 
【考察・結論】 
 注意には多様な側面があるが、おおよそ次の 4 つのドメインに分類される。すなわち、「注
意の容量」、「選択性注意」、「反応と実行系」、「持続性注意」である。これらの要素は並列し
て存在し、互いに影響しあいながら、ひとつの作業を完遂すると考えられており、CAT の各
下位試験にもそれぞれのドメインが強弱を成して関わっている。これまで cilostazol の注意に
対する効果を検討した研究はみられないが、認知機能に対する有用性は示唆されてきており、
その背景として insulin-like growth factor 1 を介した血管新生や神経再生の関与も考えられてい
る。本研究の結果から、cilostazol は虚血性白質病変を有する患者において注意機能の一部を
改善する可能性が示唆された。 
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